
 

アカウキクサ属の分類について 

  
アカウキクサ属には、大きく分けて在来種アカウキクサの属するアカウキクサ節（亜属）と在来種オオアカウ

キクサの属するオオアカウキクサ節（亜属）が存在する。分類には、様々な節があるが、現在最も広く指示され

ている分類体系と在来種との関係を整理すると、以下のとおりとなる。 
 
●アカウキクサ節（亜属）：農業利用しない。 

１．A.imbricata（在来種アカウキクサ（絶滅危惧Ⅱ類））シノニムA.pinnata 
   ※在来種アカウキクサをA.pinnnata asiaticaとする説あり。      

２．A.nilotica アフリカのみに分布、我が国では定着しないと考えられる。 
 
●オオアカウキクサ節（亜属） 
  

３．A.japonica（在来種オオアカウキクサ 但馬型（絶滅危惧Ⅱ類）） 
  形態が異なり、別種ではないかといわれているが整理されていない。 

A.japonica（在来種オオアカウキクサ 大和型（絶滅危惧Ⅱ類）） 
交雑するが、識別が困難（同種という説もある） 

４．A.filiculoides 
    

×交配して作出した雑種系統（不稔性） 
MI4028,MI4030,MI4087(３系統は同じもの) 

                  ＝ｱｲｶﾞﾓ農法の一部で利用、他のｱｿﾞﾗと識別可能 
 
    A.mycrophylla   

５．A.cristata  A. caroliniana 
A.mexicana  ※３区分は古い学説、現在はA.cristataで統一。 

 
６．（A.rubra） オーストラリアに分布：A.filiculoidesとの識別は困難 
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交雑しない・葉の突起の細胞数で区別可能 

（顕微鏡）  
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